












⑤基礎処理工（改良範囲の見直しによる縮減）

　コンソリデーショングラウチングについては、平成15年度に改訂された「グラウチング技術指針」に基づき、改良範

囲を決定していたが、技術指針の方針の適用が可能かどうか基礎部の精査を行い、関係機関との技術的検討を

行った結果、改良範囲の縮減が可能となったことから、グラウチング数量の縮減を図った。

施工数量の縮減

●想定より地質が良好
●関係機関との技術的検討

グラウチング技術指針より
堤体厚の少ない部分として
洪水吐き越流部の全面施工
を計画

計画

施工実績
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⑨ロック盛立（土捨場整備費用の縮減）

　表土処理・廃棄岩処理について、ロック採取に伴い発生する廃棄岩を処理するため土捨場を整備してお
り、最終盛土標高がEL385mとなり、最低水位(EL363.5m)以上となるため、盛土法面の水位変動による法
面浸食等を考慮し、法面保護としてﾌﾞﾛｯｸ積を設置する計画としていたが、表土・廃棄岩数量の縮減に伴
い、最終盛土標高は最低水位以下になるため、土捨場における法面処理が不要となった。
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